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日
本
経
済
新
聞
社
の
初
代
米
州
編
集
総
局
長（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
駐
在
）
１
年
目
の
奮
闘
ぶ
り
と
、
そ
の
前
後
の
度
重

な
る
海
外
出
張
と
内
外
の
名
門
コ
ー
ス
で
の
プ
レ
ー
を
紹
介

し
て
き
た
。
今
回
か
ら
は
総
局
長
２
年
目
、
１
９
８
８
（
昭

和
63
）年
の
仕
事
ぶ
り
を
紹
介
す
る
。
前
年
10
月
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
株
式
大
暴
落
は
短
期
に
収
束
、
円
相
場
は
同
年
12

月
３
日
に
１
ド
ル
＝
１
２
２
円
の
最
高
値
を
記
録
し
た
。
こ

の
円
価
水
準
は
私
が
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
時
代
初
期
の
１
ド

ル
＝
３
６
０
円
に
比
べ
３・４
倍
の
円
高
に
上
昇
し
た
こ
と
に

な
る
。

我
々
駐
在
員
の
経
費
は
ド
ル
建
て
送
金
な
の
で
、
あ
ま
り

変
化
は
な
い
が
、
訪
米
者
に
と
っ
て
経
費
処
理
は
ぐ
ん
と
楽

に
な
る
。
１
９
８
８
年
は
特
に
４
年
に
１
度
の
米
大
統
領
選

挙
が
あ
り
私
の
仕
事
は
多
忙
に
な
る
が
、
訪
米
客
も
増
え
る

の
は
確
実
。
な
ら
ば
積
極
的
に
来
客
と
会
い
知
り
合
い
の
輪

を
拡
げ
よ
う
と
考
え
、
新
し
い
年
を
迎
え
た
。

そ
の
１
９
８
８
年
の
来
客
第
１
号
は
１
９
８
７
（
昭
和
62
）

年
10
月
20
日
、
安
倍
・
宮
澤
と
の
３
人
の
自
民
党
総
裁
候

補
中
、
当
時
の
中
曽
根
首
相
か
ら
後
継
と
指
名
さ
れ
た
竹

下
登
首
相
だ
っ
た
。
訪
米
最
大
の
目
的
は
１
月
13
日
ワ
シ
ン

ト
ン
で
の
レ
ー
ガ
ン
米
大
統
領
と
の
初
会
談
。
こ
れ
に
先
立
っ

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
入
り
し
た
竹
下
首
相
が
会
っ
た
の
は
在
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
稲
門
会
の
会
長
・
副
会
長
と
島
根
県
人
会
の
幹
部

の
２
組
だ
け
だ
っ
た
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ウ
ォ
ル
ド
ー
フ
・
ア
ス
ト
リ
ア
・
ホ
テ
ル
の
竹

下
首
相
の
特
別
室
に
招
き
入
れ
ら
れ
た
の
は
Ｎ
Ｙ
稲
門
会
の

堀
田
会
長（
日
本
航
空
Ｎ
Ｙ
支
店
長
）、
副
会
長
の
大
平
東

宝
Ｎ
Ｙ
駐
在
代
表
、
同
副
会
長
の
私
ら
会
長
、
副
会
長
総

勢
６
人
。
当
方
か
ら
総
理
就
任
の
お
祝
い
を
述
べ
、
竹
下
首

相
か
ら
稲
門
会
会
長
、
副
会
長
に
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
仕
事
ぶ

り
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。
私
は
日
経
編
集
総
局
の「
三
極

編
集
体
制
」の
初
代
米
州
編
集
総
局
長
の
仕
事
ぶ
り
を
説

明
、「
さ
す
が
日
経
で
す
ね
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
」と
激
励
さ

れ
た
が
、
竹
下
首
相
の「
母
校
早
稲
田
大
学
」
と「
ふ
る
さ

と
島
根
」を
大
切
に
す
る
姿
勢
に
好
感
を
持
っ
た
。

「
Ｎ
Ｙ
稲
門
会
」は
私
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
３
年
目
の

最
終
段
階
の
１
９
７
４
（
昭
和
49
）年
１
月
、
早
大
Ｏ
Ｂ
で

野
村
證
券
Ｎ
Ｙ
の
寺
澤
支
店
長（
の
ち
野
村
證
券
副
社
長
）

か
ら「
菅
谷
ち
ゃ
ん
、
有
力
大
学
で
在
Ｎ
Ｙ
Ｏ
Ｂ
会
が
無
い
の

は
早
稲
田
だ
け
。
２
人
で
発
起
人
に
な
ら
な
い
か
」と
の
話

が
あ
っ
た
。
私
は
３
月
末
で
帰
任
の
予
定
な
の
で
私
と
同
じ

第
１
政
治
経
済
学
部
の
河
村
Ｎ
Ｙ
特
派
員
を
伴
い
、
石
油

シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
ウ
ォ
ー
ル
街
の
薄
暗
い
レ
ス
ト
ラ
ン
で
打
合
せ

た
の
が
ス
タ
ー
ト
。
そ
れ
か
ら
15
年
、
慶
応
大
学
に
比
べ「
群

れ
な
い
」早
大
の
Ｎ
Ｙ
稲
門
会
が
立
派
に
発
展
し
て
い
る
の
を

確
信
出
来
た
一
幕
で
も
あ
っ
た
、

１
９
８
８
（
昭
和
63
）年
５
月
上
旬
、
鮫
島
取
締
役
東
京

本
社
編
集
局
長
と
三
極
編
集
体
制
の
在
京
責
任
者
、
市
岡

国
際
総
部
長
が
Ｎ
Ｙ
入
り
し
た
。
私
は
田
勢
支
局
長
ら
ワ
シ

ン
ト
ン
支
局
全
員
と
シ
カ
ゴ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

の
支
局
長
、
記
者
全
員
を
Ｎ
Ｙ
に
集
め
た
全
体
会
議
で
総

局
１
年
間
の
成
果
を
苦
労
話
を
交
え
説
明
、編
集
局
長
か
ら

「
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
」と
高
い
評
価
を
得
た
。

翌
日
、
お
２
人
を
車
で
小
一
時
間
の
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
ウ
エ

ス
ト
ポ
イ
ン
ト
に
あ
る
陸
軍
士
官
学
校
を
案
内
し
た
。
ア
イ

ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
や
、
終
戦
直
後
の
日
本
を
総
司
令
官
と

し
て
統
治
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
ら
を
輩
出
。１
９
５
５（
昭

和
30
）年
、
制
服
の
カ
ラ
ー
を
象
徴
す
る「
長
い
灰
色
の
線
」

（
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
監
督
）の
映
画
で
わ
が
国
で
も
有
名
に

な
っ
た
学
校
。日
本
か
ら
の
来
客
で
時
間
の
あ
る
人
は
、ニュ
ー

ヨ
ー
ク
郊
外
の
高
級
住
宅
、
リ
ゾ
ー
ト
地
帯
の
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
か
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
を
ド
ラ
イ
ブ
す
る
こ
と
に
し
て

い
た
が
、
鮫
島
、
市
岡
両
氏
と
も
わ
が
国
に
深
い
縁
の
あ
る

ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
行
き
を
大
変
喜
ん
だ
。

次
の
重
要
任
務
は
11
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
米
大
統
領
選

挙
の
取
材
体
制
で
あ
る
。
中
心
に
な
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
局

と
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
と
で
取
材
報
道
体
制
を
打
合
せ
る
中
、

共
和
党
の
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）副
大
統
領
と
民
主
党
の
デ
ュ
カ
キ

ス
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
知
事
の
両
候
補
の
戦
い
で
、ニュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
、
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
ワ

シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
ら
米
主
要
紙
の
報
道
や
総
局
記
者
の
見

方
も
人
柄
の
良
い
デ
ュ
カ
キ
ス
候
補（
民
主
党
）が
優
勢
と
の

声
が
強
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
私
は
歴
代
の
大
統
領
選
の
歴
史
を
調
べ
る
中
で
、

カ
ギ
は「
平
和
」「
好
景
気
」に
あ
る
と
判
断
し
た
。「
平
和
」

で
は
１
９
８
７
（
昭
和
62
）年
12
月
、
米
ソ
に
よ
る
Ｉ
Ｎ
Ｆ（
中

距
離
核
戦
力
全
廃
条
約
）締
結
。
１
９
８
８
（
昭
和
63
）年

８
月
、
８
年
続
い
た
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
終
戦
協
定
が

成
立
し
平
和
ム
ー
ド
が
高
ま
っ
て
い
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
敗
北

の
大
き
な
傷
も
残
っ
て
い
た
米
経
済
は
１
９
８
７
（
昭
和
62
）

年
10
月
の
株
価
大
暴
落
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ン
デ
ー
が
短
期
間

で
収
束
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）は
上
昇
基
調
、
失
業
率

も
低
下
し
て
い
た
。

明
る
く
弁
舌
さ
わ
や
か
な
デ
ュ
カ
キ
ス
知
事
に
対
し
地
味

な
ブ
ッ
シ
ュ
副
大
統
領
の
個
人
的
人
気
は
低
か
っ
た
が「
平
和
」

「
好
況
」の
２
大
条
件
は
合
格
点
。
米
国
民
は
こ
れ
を
実
現

し
た
レ
ー
ガ
ン
共
和
党
政
権
の
ナ
ン
バ
ー
２
を
選
択
す
る
と

私
は
見
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
１
９
８
８
（
昭
和
63
）年
９

月
に
昭
和
天
皇
が
、
腸
通
過
障
害
で
手
術
、
念
願
の
沖
縄

訪
問
を
中
止
さ
れ
た
が
、
学
生
を
含
む
日
本
人
グ
ル
ー
プ
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
訪
問
は
引
き
も
切
ら
ず
。
し
ば
し

ば
講
演
に
招
か
れ
た
私
は「
ブ
ッ
シ
ュ
勝
利
」を
解

説
し
続
け
た
。

こ
の
間
バ
ブ
ル
景
気
と
円
高
の
下
、
日
本
企

業
、
銀
行
な
ど
の
支
店
、
出
張
所
開
設
が
相
次

ぎ
２
週
間
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
有
力
ホ
テ
ル
で
ブ

ラ
ッ
ク
タ
イ
着
用
の
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
た
。
日

本
人
も
米
国
人
も
毎
回
同
じ
顔
ぶ
れ
。
日
本
人

は
男
性
一
人
が
多
か
っ
た
が
米
国
人
は
婦
人
同
伴

が
普
通
。
寿
司
や
す
き
焼
き
の
出
る
日
本
企
業

の
パ
ー
テ
ィ
は
人
気
が
あ
っ
た
。
招
待
状
はM

r.

＆

M
rs

と
書
い
て
あ
る
の
が
普
通
だ
が
あ
る
日
、

M
r.

＆ S
pouse only

と
書
い
て
あ
る
の
が
来
た
。

秘
書
に
聞
く
と
、
米
国
人
は
秘
書
や
愛
人
同
伴

が
少
な
く
な
く
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
正
妻

を
意
味
す
るS

pouse

と
す
る
と
の
説
明
で
、
な

る
ほ
ど
と
大
笑
い
し
た
も
の
だ
。
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学校法人 渡辺学園 理事長

菅 谷  定 彦

日
経
米
州
編
集
総
局
長
時
代
10

米
大
統
領
選　
ブ
ッ
シ
ュ
副
大
統
領

の
勝
利
を
予
言

Ｎ
Ｙ
稲
門
会
副
会
長
と
し
て
竹
下

新
首
相
と
面
談

るき生を界世
Living 
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鮫島東京編集局長(左)、市岡国際総部長(右)をウエストポイントの陸軍士官学校に案内（お二人と
も逝去）　マッカーサー元帥の銅像前で


